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【指標の説明】（指標の設定根拠、数値目標の設定根拠など）
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B

C

長久手市行政評価票（A票：事業評価票）
事業番号 事業名 色金山歴史公園管理運営事業 担当部課 くらし文化部生涯学習課

基
本
情
報

第５次総合計画・基本方針 　 　文化をみがき、人が輝くまち 一般会計

まちづくり行程表・フラッグ 　― 予算区分（款 － 項 － 目）

第６次総合計画・基本目標 　― 9-4-6 文化財費

法定受託事務の有無

その他（関係計画、要綱等） 色金山歴史公園の設置及び管理に関する条例、色金山歴史公園の管理運営に関する規則

事業開始の背景、経緯等
平成8年色金山歴史公園の供用開始により戦国武将も嗜んだとされる茶道に親しみ、来場者が歴史に触
れられる事業に取り組む。

事
業
目
的
等

事業内容

（どのような事業なのか）

国指定史跡「長久手古戦場附色金山」の保護及び有効活用を図る。
・色金山歴史公園茶室管理棟の維持管理を行う。
・茶室管理棟（胡牀庵、和室）の部屋の貸出しや立礼席での抹茶体験サービスを提供する。

事業対象
（誰、何を対象にしているか）

色金山歴史公園茶室の利用者。

事業意図
（対象をどのような状態にしたいか）

・史跡を適切に保存し、有効活用する。  ・茶室において快適な抹茶体験をしてもらう。

事業を
構成する
事務事業

（B票）

色金山歴史公園管理運営事業 改善・見直し

コ
ス
ト
推
移

項目 単位 区分 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度
(2015) (2016) (2017) (2018) (2019)

事業費(A) 千円
予算 11,666 10,777 10,913 11,775 11,141
決算 11,239 10,269 10,394 11,028

人件費(B) 千円 決算 5,186 5,190 5,506 6,294

総コスト(A)＋(B) 千円 決算 16,425 15,459 15,900 17,322

区分 27年度 28年度

A 年間利用者数 人
目標 13,000 12,000

29年度 30年度 元年度
(2015) (2016) (2017) (2018) (2019)

11,000 11,000 11,000
実績 11,762 10,575 10,553 9,920

B
目標
実績

C
目標
実績

前年度実績を上回るように目標設定する。

環
境
変
化

他市町での取組状況や事
業を取り巻く環境変化

（他市町における同様の取組での特徴的な点、制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

尾張旭市、東郷町、みよし市及び豊明市でほぼ同じ内容を実施。

成
果
推
移

成果指標 単位

評
価

目標達成状況

(成果指標等の目標に対する達成状況や進捗状況など）

年間利用者数は横ばいで、目標には至らなかった。Ｈ30年度は、猛暑の影響で利用者は減少した。

過去５年間の
振返り

(過去５年間の事業の進捗状況、改善状況などの振返り)

公園のＰＲ等を実施してきたが、年間利用者数は横ばいで、これまで目標には至らなかった。

事務事業全体を
見た課題

(構成している事務事業それぞれの評価を踏まえ、全体的な課題を整理)

色金山の歴史的価値と公園を広く知ってもらうことが課題である。

今
後

今後の
方向性

（事業の成果を高めるための事務事業の方向性）

公園及び庭園等の維持管理により、きれいな景観を保ち、利用数を増加できるよう努める。

中長期の
目標

（いつごろまでに事業をどのような状態にしたいか）

美しい景観と展望テラスからの眺望のため、史跡長久手古戦場保存活用計画に基づき、樹木の伐採を含めた公園整備
を行う。



内
部
意
見

総合計画担
当、財政担
当、行政改
革担当によ

る意見



①

1.事務事業の目的 6.評価

3

3

2.コスト推移 3
27年度 28年度 29年度 30年度 元年度
(2015) (2016) (2017) (2018) (2019)

予算 11,666 10,777 10,913 11,775 11,141
決算 11,239 10,269 10,394 11,028

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度
(2015) (2016) (2017) (2018) (2019)

見込 307 306 307 306 306
実績 307 306 307 306
見込

長久手市行政評価票（B票：事務事業評価票）
事業(A票)名 色金山歴史公園管理運営事業 担当部課 くらし文化部生涯学習課 決算書ページ ―

事務事業名 色金山歴史公園管理運営事業 予算区分 9-4-6 文化財費

事務事業の期間 事務事業開始年度 平成9年度（1997年度） 終了（予定）年度 ―

対象
・

手段

（誰、何に対し、何をどのように実施しているのか）

・胡牀庵・和室の貸出しや立礼席で抹茶サービスを提供
する。
・色金山歴史公園茶室及び園庭の美化に努め、憩いの場
として維持管理する。
・10月に色金山茶会（市民茶会）を史跡「長久手古戦
場」のＰＲを兼ねて開催する。
・市民が茶道に親しむ機会を作る。

項目 評価

妥当性 3

達成度 2

意図

（対象をどのような状態にしたいか）

・茶室の利用者及び茶会への参加者を増加させる。
・国指定史跡地を含む色金山歴史公園をＰＲする。

効率性

公平性

協働可能性

項目 単位 区分 【協働可能性について】

事業費 千円 (1)市民参加の延べ人数（人）

＜備考：事業費の主な内訳（30年度(2018)）＞
区分

28年度 29年度 30年度 元年度

(1)
80

色金山歴史公園茶室管理棟管理賃金 3,514 千円
(2016) (2017) (2018)

色金山歴史公園維持管理委託 2,783 千円
実績 　　―

(2019)
見込 　　― 　　― 70

　　― 70

(2)協働の状況（30年度(2018)）
(3) 賄材料費 1,331 千円

（協働で取り組んだこと、評価できない理由など）

(2)

3.活動推移
月釜茶会、色金山茶会を文化協会（茶道部）と協働し開催
した。活動指標 単位 区分

開館日数 日

【活動エピソード】

妥当性

達成度

効率性公平性

協働可能

性

見込
実績

【活動エピソード】
（活動のエピソード、コメント、特記事項など）

＜備考：活動の概要（30年度(2018)）＞

月釜茶会、色金山茶会を文化協会（茶道部）と協働し開催
した。

・色金山茶室管理棟・公園管理。
・市民が茶道に親しむ機会を作る。
・色金山茶会の開催

4.事務事業を取り巻く環境変化
（制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

史跡長久手古戦場保存活用計画に基づき、必要な整備を行っていく。 【改善ポイント】
（改善が必要なこと、改善の方法など）

5.前年度からの改善状況

国指定史跡地を含む色金山歴史公園をチラシやパンフレッ
ト等によりＰＲし、来場者数を増加させる。

(1)財政状況

（前年度【予算額】）（今年度【予算額】） （増減額）

11,775 千円 11,141 千円 △ 634 千円

(2)前年度の評価状況《参考》

・前年度【今後の方向性】 改善・見直し

・前年度【コメント】

史跡長久手古戦場保存活用計画に基づき、展望テラスからの眺望
のため、樹木の伐採を含めた公園整備を行う。

7.今後の方向性

改善・見直し改善・見直し改善・見直し改善・見直し
(3)改善状況

（何をどのような状態に改善したのか）

月釜茶会、色金山茶会を文化協会（茶道部）と協働し開催した。
景観改善のため、樹木の伐採等を実施した。


